
 

 

 

 

 

 

伊勢湾環境保全調査結果（１ヵ年） 

（平成 27 年 1月～12 月） 
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平成 27年伊勢湾環境保全調査結果 

 

１．目的 

四管区本部と中部地方整備局は関係省庁・地方公共団体とともに「伊勢湾再生推進会

議」を立ち上げた。本調査は伊勢湾再生へ向けた海域環境のモニタリングの一環として

環境保全調査を実施し、水温、塩分等の情報を提供することを目的とする。 

 

２．調査区域 

付図に示すとおり 

 

３．調査期間 

（１）現地作業期間 

平成 27 年 1 月 28,29,30 日 

平成 27 年 2 月 25,26 日 

平成 27 年 3 月 30 日 

平成 27 年 4 月 14,15 日 

平成 27 年 5 月 26,27 日 

平成 27 年 6 月 16,17 日 

平成 27 年 7 月 29,30 日 

平成 27 年 8 月 19,20 日 

平成 27 年 9 月 7,11 日 

平成 27 年 10 月 26,27 日 

平成 27 年 11 月 16,17 日 

平成 27 年 12 月 14,15 日 

（２）資料整理期間 

平成 27 年 1 月 28 日から平成 28 年 1 月 15 日までの内 38 日間 

 

４．使用した船舶又は航空機の種別又は名称 

測量船「いせしお」 

  



５ 調査班の構成 

    現地作業班 

 職名 氏名 備考 

班長 海洋情報部  主任海洋調査官 高橋 渡  

班員   〃    海 洋 調 査 官  本間 章禎  

〃   〃         〃    緒方 克司  

〃   〃    海洋調査官付  田村 悦義  

〃   〃         〃    田中 一英  

〃   〃         〃    関 由貴子  

〃 測量船「いせしお」 船  長 坂野 勝也  

〃      〃     航海士補 畠山 秀二  

〃      〃     機 関 長 柴原 伊興  

 

   資料整理班 

 職名 氏名 備考 

班長 海洋情報部  海 洋 調 査 官  本間 章禎  

班員   〃    海洋調査官付  田村 悦義 H27.3月まで 

〃   〃         〃    関 由貴子 H27.4月から 

 

６．調査方法 

（１）流況調査 

測量船「いせしお」船艇装備の超音波多層流向流速計（フルノ社製 CI-60G）により、

付図に示す測線Ａ～Ｃで航走観測を行い、深度 5ｍの流向・流速を取得した。 

取得した流向・流速は、対地モードで 15 秒毎に測定した観測値の 2 分間平均値であり、

流速 5kn 以上、船速 5kn 未満及び航法針路と船首方向との差が 30 度以上のデータを除去

し、さらに、流速計の精度検証のための往復観測(往復約 5 分)を実施し、ソフトウェア

「ADCPView」を使用して、別紙１に示す手法（針路角度 30 度を適用）により補正角を

算出・適用した。 

 

（２）水温、塩分及び溶存酸素量の観測 

水深水温塩分計（JFE アドバンテック メモリーSTD（ASTD153)）により、付図に示す

測点 23 点で、水温、塩分及び溶存酸素量(以下、『DO』という)について、表面から海底

直上までの深度 1m毎のデータを取得した。 

水深水温塩分計は１年間を目安に点検を実施している。仕様を資料 3に、平成 27 年 10

月に実施した検査結果を資料 4に示す。 

 

７．月ごとの観測結果（資料 1-1-1～資料 1-12-8） 

超音波多層流向流速計による流況図及び水深水温塩分計による水温、塩分及び DO の水平



分布図及び鉛直断面図により各月の流況及び海況を示した。 

文中『湾奥』とは測点 A1～A6 及び測点 C1～C4 までを、『湾央』とは測点 B1～B7 及び C5

～C6 までを、『湾口』とは測点 C7～C10 までをいう。別紙 2に示す。 

流況図は、観測した流向流速を矢符（観測位置は矢符の中央）で描画した。また、図の

右上部に、観測日の伊良湖水道の潮汐推算グラフを付加し、観測時間に対応する部分は赤

色で描画した。 

水温、塩分及び DOの水平分布図及び鉛直断面図は、ソフトウェア「Ocean Data View」

を使用して作成し、等値線をオートコンタにより描画した。図の右に示すカラーゲージに

ついては年間を通して同じスケールとした。水平分布図の Dep.0m、10m、20m、30m はそれ

ぞれ深度 0m、10m、20m、30m の観測値で図化した。鉛直断面図は A線、B線及び C線毎にそ

れぞれ深度 1m毎の観測値で図化した。 

観測野帳（資料 2-1-1～2-12-3）は、観測時の天気、雲形、雲量、気温、湿球温度、湿

度、気圧、風向風速、風浪、うねり、視程、水深、表面水温、STD 観測開始時間及び終了時

間を記した。観測野帳の各項目の詳細を別紙 3に示す。 

 

１月 

【流れ】（資料 1-1-1～資料 1-1-3） 

・28 日観測の C線では、高潮へ向かう頃から高潮後までの時間帯で、流向が複雑な

0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

・29日観測の A線では、高潮へ向かう頃から高潮前までの時間帯で、湾奥で流向が複

雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

・30日観測の B線では、高潮へ向かう頃から高潮前までの時間帯で、湾奥～湾央で流

向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

【水温】（資料 1-1-4～資料 1-1-5） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 8～9℃台。湾口で 10℃台。 

   ・10m 

    湾奥～湾央で 8～9℃台。湾口で 10℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 9～10℃台。湾央で 8～10℃台。湾口で 10℃台。 

   ・30m 

    湾奥～湾央で 9～10℃台。湾口で 11℃台。 

【塩分】（資料 1-1-6～資料 1-1-7） 

   ・0m 

    湾奥で 25～31PSU 台。湾央で 31～32PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥～湾央で 31～32PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥で 32PSU 台。湾央で 31～33PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

   ・30m 



    湾奥で 32PSU 台。湾央で 32～33PSU 台。湾口で 33PSU 台。 

【DO】（資料 1-1-8～資料 1-1-9） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 8～10 mg/l 台。湾口で 8mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥～湾央で 8～10mg/l 台。湾口で 8mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 7～9mg/l 台。湾央で 8～9 mg/l 台。湾口で 8mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥～湾口で 8mg/l 台。 

 

２月 

【流れ】（資料 1-2-1～資料 1-2-2） 

・25 日観測の C線では、高潮後から低潮前までの時間帯で、全体的に湾口へ向かう南

東～南西の流れが見られ、湾口では 1kn 程度の流速だった。 

・26日観測の A･B 線では、高潮前から低潮へ向かう頃までの時間帯で、湾奥～湾央で

流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

【水温】（資料 1-2-3～資料 1-2-4） 

   ・0m 

    湾奥で 9～10℃台。湾央で 9℃台。湾口で 9～11℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 8～9℃台。湾央で 9～10℃台。湾口で 9～11℃台。 

   ・20m 

    湾奥～湾央で 9～10℃台。湾口で 10～11℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 10～11℃台。湾央で 9～10℃台。湾口で 11℃台。 

【塩分】（資料 1-2-5～資料 1-2-6） 

   ・0m 

    湾奥で 20～30PSU 台。湾央で 27～32PSU 台。湾口で 32～33PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 31～32PSU 台。湾央で 32PSU 台。湾口で 32～33PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾口で 32～33PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 33PSU 台。湾央で 32～33PSU 台。湾口で 33PSU 台。 

【DO】（資料 1-2-7～資料 1-2-8） 

   ・0m 

    湾奥で 9～10 mg/l 台。湾央で 9mg/l 台。湾口で 8～9mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 8～9 mg/l 台。湾央で 9mg/l 台。湾口で 8～9mg/l 台。 



   ・20m 

    湾奥～湾口で 8～9 mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 6～7mg/l 台。湾央～湾口で 8～9 mg/l 台。 

 

３月 

【流れ】（資料 1-3-1） 

・30 日観測の A･B･C 線では、低潮から高潮前までの時間帯で、全体的に湾奥へ向かう

北～北西の流れが見られ、12時台～13時台には北東～南東の流れが見られた。 

【水温】（資料 1-3-2～資料 1-3-3） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 11～12℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 11℃台。湾央で 10～12℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 11℃台。湾央で 11～13℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 12℃台。湾央で 11～12℃台。 

【塩分】（資料 1-3-4～資料 1-3-5） 

   ・0m 

    湾奥で 25～29PSU 台。湾央で 26～30PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 30～32PSU 台。湾央で 31～32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥で 32～33PSU 台。湾央で 31～33PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 33PSU 台。湾央で 32～33PSU 台。 

【DO】（資料 1-3-6～資料 1-3-7） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 9～11 mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 8～9 mg/l 台。湾央で 7～9mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 6～7mg/l 台。湾央で 7～8 mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 5mg/l 台。湾央～湾口で 5～7 mg/l 台。 

 

4 月 

【流れ】（資料 1-4-1～資料 1-4-2） 

・14 日観測では、低潮後から高潮後までの時間帯で、流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い



流れがよく見られた。 

・15日観測では、低潮後から高潮へ向かう頃の時間帯で、流向が複雑な 0.5kn 未満の

弱い流れがよく見られた。 

【水温】（資料 1-4-3～資料 1-4-4） 

   ・0m 

    湾奥、湾口で 13℃台。湾央で 12～13℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 11～13℃台。湾央で 12～13℃台。湾口で 13～14℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 13℃台。湾央で 12～13℃台。湾口で 14℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 12℃台。湾央で 13℃台。湾口で 13～14℃台。 

【塩分】（資料 1-4-5～資料 1-4-6） 

   ・0m 

    湾奥で 13～26PSU 台。湾央で 23～27PSU 台。湾口で 26～30PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 31～32PSU 台。湾央で 29～32PSU 台。湾口で 31～32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾口で 32～33PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 32PSU 台。湾央～湾口で 33PSU 台。 

【DO】（資料 1-4-7～資料 1-4-8） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 9～11mg/l 台。湾口で 9～10mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 7～8mg/l 台。湾央で 7～9mg/l 台。湾口で 8 mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 6mg/l 台。湾央で 6～7mg/l 台。湾口で 7mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 4mg/l 台。湾央で 4～5mg/l 台。湾口で 5～7mg/l 台。 

 

5 月 

【流れ】（資料 1-5-1～資料 1-5-2） 

・26 日観測では、高潮へ向かう頃から低潮へ向かう頃の時間帯で、流向が複雑な

0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

・27日観測では、低潮後から高潮後の時間帯で、湾口では北西の流れが見られた。ま

た、野間埼沖及び中部国際空港沖では北向きの 2.0kn 以上の強い流れが見られた。 

【水温】（資料 1-5-3～資料 1-5-4） 

   ・0m 

    湾奥で 19～21℃台。湾央で 20～21℃台。湾口で 19～20℃台。 



   ・10m 

    湾奥で 15～17℃台。湾央で 16～17℃台。湾口で 17℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 15～16℃台。湾央で 14～16℃台。湾口で 16℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 14℃台。湾央で 13～15℃台。湾口で 15～16℃台。 

【塩分】（資料 1-5-5～資料 1-5-6） 

   ・0m 

    湾奥で 24～28PSU 台。湾央で 26～29PSU 台。湾口で 29～32PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 31～33PSU 台。湾央で 30～33PSU 台。湾口で 31～33PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾央で 33PSU 台。湾口で 33～34PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 32～33PSU 台。湾央で 33PSU 台、湾口で 34PSU 台。 

【DO】（資料 1-5-7～資料 1-5-8） 

   ・0m 

    湾奥で 8～10 mg/l 台。湾央～湾口で 8～9mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 5～6mg/l 台。湾央で 5～8mg/l 台。湾口で 8 mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 3～5mg/l 台。湾央で 2～5mg/l 台。湾口で 6～7mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 1mg/l 台。湾央で 1～2mg/l 台。湾口で 6mg/l 台。 

 

 

6 月 

【流れ】（資料 1-6-1～資料 1-6-2） 

・16 日観測では、低潮前から低潮後の時間帯で、流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れ

がよく見られたが、中部国際空港沖で北向きの 1.0kn の強い流れが見られた。 

・17日観測では、低潮へ向かう頃から低潮後の時間帯で、流向が複雑な 0.5kn 未満の

弱い流れがよく見られたが、中部国際空港沖で北向きの 2.0kn 以上の強い流れが見

られた。 

【水温】（資料 1-6-3～資料 1-6-4） 

   ・0m 

    湾奥で 21～23℃台、湾央で 20～23℃台。湾口で 21℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 17～19℃台。湾央で 17～19℃台。湾口で 18～19℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 16～17℃台。湾央で 15～17℃台。湾口で 17～19℃台。 



   ・30m 

    湾奥で 16℃台。湾央で 15～16℃台。湾口で 18℃台。 

【塩分】（資料 1-6-5～資料 1-6-6） 

   ・0m 

    湾奥で 23～28PSU 台。湾央で 27～30PSU 台。湾口で 29～31PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 30～32PSU 台。湾央で 31～32PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥で 33PSU 台。湾央～湾口で 32～33PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥～湾口 33PSU 台。 

【DO】（資料 1-6-7～資料 1-6-8） 

   ・0m 

    湾奥で 9～15mg/l 台。湾央で 9～10mg/l 台。湾口で 8～9mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 3～7mg/l 台。湾央で 5～7mg/l 台。湾口で 6～8mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 3mg/l 台。湾央で 3～5mg/l 台。湾口で 5～7mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 1mg/l 台。湾央で 1～3mg/l 台。湾口で 6～7mg/l 台。 

 

7 月 

【流れ】（資料 1-7-1～資料 1-7-2） 

・29 日観測では、低潮前から高潮に向かう頃の時間帯で、湾口では北西向きの 1.0～

2.0kn の強い流れがあった。 

・30日観測では、低潮前から高潮に向かう頃の時間帯で、流向が複雑な 0.5kn 未満の

弱い流れがよく見られたが、野間埼沖では北向きの 0.5～1.0kn の流れが見られた。 

【水温】（資料 1-7-3～資料 1-7-4） 

   ・0m 

    湾奥で 25～29℃台、湾央で 26～29℃台。湾口で 25～27℃台。 

   ・10m 

    湾奥～湾口で 20～21℃台。 

   ・20m 

    湾奥～湾央で 19～21℃台。湾口で 20～21℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 18℃台。湾央で 18～21℃台。湾口で 19～20℃台。 

【塩分】（資料 1-7-5～資料 1-7-6） 

   ・0m 

    湾奥で 12～26PSU 台。湾央で 17～25PSU 台。湾口で 20～26PSU 台。 

   ・10m 



    湾奥、湾口で 31～34PSU 台。湾央で 31～33PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾央で 32～33PSU 台。湾口で 33～34PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 33PSU 台、湾央で 32～34PSU 台。湾口 33～34PSU 台。 

【DO】（資料 1-7-7～資料 1-7-8） 

   ・0m 

    湾奥で 7～12mg/l 台。湾央で 7～11mg/l 台。湾口で 7～10mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 2～6mg/l 台。湾央で 3～4mg/l 台。湾口で 4～6mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 2～4mg/l 台。湾央で 2～5mg/l 台。湾口で 5～6mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 1mg/l 台。湾央で 2～5mg/l 台。湾口で 5～6mg/l 台。 

 

8 月 

【流れ】（資料 1-8-1～資料 1-8-2） 

・19 日観測では、高潮後から低潮後の時間帯で、湾口では南東向きの 1.0kn 以上の強

い流れが見られた。 

・20日観測では、高潮後から低潮に向かう頃の時間帯で、南向きの 0.5kn 未満の流れ

が多く見られた。 

【水温】（資料 1-8-3～資料 1-8-4） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 26～27℃台。湾口で 25～27℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 23～26℃台。湾央で 22～25℃台。湾口で 23～24℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 21～24℃台。湾央で 21～23℃台。湾口で 22～24℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 20℃台。湾央で 20～22℃台。湾口で 23～24℃台。 

【塩分】（資料 1-8-5～資料 1-8-6） 

   ・0m 

    湾奥で 15～28PSU 台。湾央で 25～30PSU 台。湾口で 29～31PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 31～32PSU 台。湾央～湾口で 31～33PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾口で 32～33PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥～湾口で 33PSU 台。 

【DO】（資料 1-8-7～資料 1-8-8） 



   ・0m 

    湾奥で 5～17mg/l 台。湾央で 7～10mg/l 台。湾口で 6～8mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 3～5mg/l 台。湾央～湾口で 3～6mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 3～4mg/l 台。湾央で 2～4mg/l 台。湾口で 3～5mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 0～1mg/l 台。湾央で 0～3mg/l 台。湾口で 4～5mg/l 台。 

 

9 月 

【流れ】（資料 1-9-1～資料 1-9-2） 

・7 日観測では、高潮へ向かう頃から低潮に向かう頃の時間帯で、流向が複雑な 0.5kn

未満の弱い流れがよく見られた。 

・11日観測では、低潮前から高潮に向かう頃の時間帯で、湾奥では北向きの 0.2～

1.0kn の流れが見られた。 

【水温】（資料 1-9-3～資料 1-9-4） 

   ・0m 

    湾奥で 23～25℃台。湾央で 24～25℃台。湾口で 25℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 24～25℃台。湾央で 23～25℃台。湾口で 25℃台。 

   ・20m 

    湾奥～湾央で 23～24℃台。湾口で 24～25℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 23℃台。湾央で 22℃台。湾口で 22～24℃台。 

【塩分】（資料 1-9-5～資料 1-9-6） 

   ・0m 

    湾奥で 16～26PSU 台。湾央で 21～26PSU 台。湾口で 24～28PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 30～31PSU 台。湾央で 29～32PSU 台。湾口で 31～32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾口で 32PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥～湾央で 32PSU 台。湾口で 32～33PSU 台。 

【DO】（資料 1-9-7～資料 1-9-8） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 7～9mg/l 台。湾口で 6～7mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 3～5mg/l 台。湾央で 2～5mg/l 台。湾口で 4～5mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 1～4mg/l 台。湾央で 2～4mg/l 台。湾口で 4～5mg/l 台。 



   ・30m 

    湾奥で 1mg/l 台。湾央で 1～2mg/l 台。湾口で 3～5mg/l 台。 

 

10 月 

【流れ】（資料 1-10-1～資料 1-10-2） 

・26 日観測では、低潮前から高潮へ向かう頃の時間帯で、流向が複雑な 0.5kn 未満の

弱い流れがよく見られた。 

・27日観測では、低潮へ向かう頃から高潮に向かう頃の時間帯で、湾口では北西向き

の 1.0kn 以上の強い流れが見られた。また、野間埼沖では北向きの 0.5～1.0kn の流

れが見られた。 

【水温】（資料 1-10-3～資料 1-10-4） 

   ・0m 

    湾奥～湾口で 20～21℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 21～22℃台。湾央～湾口で 20～21℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 21～22℃台。湾央～湾口で 21℃台。 

   ・30m 

    湾奥、湾口で 21℃台。湾央で 21～22℃台。 

【塩分】（資料 1-10-5～資料 1-10-6） 

   ・0m 

    湾奥で 30～31PSU 台。湾央で 30～32PSU 台。湾口で 31～32PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 31～33PSU 台。湾央で 30～32PSU 台。湾口で 31～32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾央で 32～33PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 33PSU 台。湾央で 32～33PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

【DO】（資料 1-10-7～資料 1-10-8） 

   ・0m 

    湾奥で 6～8mg/l 台。湾央～湾口で 7mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 4～6mg/l 台。湾央で 5～7mg/l 台。湾口で 6～7mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 2～5mg/l 台。湾央で 3～6mg/l 台。湾口で 6～7mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 2mg/l 台。湾央で 2～6mg/l 台。湾口で 7mg/l 台。 

 

11 月 

【流れ】（資料 1-11-1～資料 1-11-2） 



・16日観測では、高潮後から低潮前の時間帯で、野間埼沖から中部国際空港沖で南向

きの 0.5～2.0kn の強い流れが見られた。 

・17日観測では、高潮前から低潮前の時間帯で、湾口では南東向きの 0.5～2.0kn の強

い流れが見られた。 

【水温】（資料 1-11-3～資料 1-11-4） 

   ・0m 

    湾奥で 18℃台。湾央～湾口では 18～19℃台 

   ・10m 

    湾奥～湾央で 18～19℃台。湾口で 18℃台。 

   ・20m 

    湾奥～湾口で 18～19℃台。 

   ・30m 

    湾奥で 19℃台。湾央～湾口で 18～19℃台。 

【塩分】（資料 1-11-5～資料 1-11-6） 

   ・0m 

    湾奥で 24～29PSU 台。湾央で 30～31PSU 台。湾口で 31～33PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥で 30～32PSU 台。湾央で 31～32PSU 台。湾口で 32～33PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥～湾口で 32～33PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥で 33PSU 台。湾央で 32～33PSU 台。湾口で 33PSU 台。 

【DO】（資料 1-11-7～資料 1-11-8） 

   ・0m 

    湾奥で 7～8mg/l 台。湾央～湾口で 7mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥～湾央で 6～7mg/l 台。湾口で 7mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 4～7mg/l 台。湾央で 5～7mg/l 台。湾口で 7mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 4～5mg/l 台。湾央で 5～7mg/l 台。湾口で 7mg/l 台。 

 

１２月 

【流れ】（資料 1-12-1～資料 1-12-2） 

・14 日の観測では、高潮後から低潮までの時間帯で、野間埼沖から中部国際空港沖で

南向きの 0.5～1.0kn の流れが見られた。 

・15日の観測では、高潮後から低潮前までの時間帯で、湾口付近で南東向きの 0.5～

1.0kn の流れが見られた。 

【水温】（資料 1-12-3～資料 1-12-4） 

   ・0m 



    湾奥で 14～15℃台。湾央で 14～16℃台。湾口で 15℃台。 

   ・10m 

    湾奥で 15～17℃台。湾央～湾口で 15～16℃台。 

   ・20m 

    湾奥で 16℃台。湾央～湾口で 15～16℃台。 

   ・30m 

    湾奥、湾口で 16℃台。湾央で 15～16℃台。 

【塩分】（資料 1-12-5～資料 1-12-6） 

   ・0m 

    湾奥で 22～28PSU 台。湾央で 25～32PSU 台。湾口で 31～32PSU 台。 

   ・10m 

    湾奥～湾央で 31～32PSU 台。湾口で 32PSU 台。 

   ・20m 

    湾奥、湾口で 32～33PSU 台。湾央で 32PSU 台。 

   ・30m 

    湾奥、湾口で 33PSU 台。湾央で 32～33PSU 台。 

【DO】（資料 1-12-7～資料 1-12-8） 

   ・0m 

    湾奥～湾央で 7～8mg/l 台。湾口で 7mg/l 台。 

   ・10m 

    湾奥で 5～7mg/l 台。湾央～湾口で 7mg/l 台。 

   ・20m 

    湾奥で 6mg/l 台。湾央～湾口で 7mg/l 台。 

   ・30m 

    湾奥で 5mg/l 台。湾央～湾口で 7mg/l 台。 

 

 

 

８．観測結果の傾向 

流れ、水温、塩分及び DOについて、四半期毎の傾向をまとめた。 

なお、文中『上層』とは海面から概ね深度 10m まで（深度が 10m 以浅では海面から海底

までのうち中央から上部）を、『下層』とは上層よりも下部の海底までをいう。 

（１）流れ 

四半期毎の傾向 

 【1月～3月期】（資料 1-1-1～資料 1-1-3、資料 1-2-1～資料 1-2-2、資料 1-3-1） 

・湾口付近では、高潮から低潮にかけて南東向きの 1kn 程度の流れがよく見られ

た。 

・湾奥や湾央では、流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。湾央の

東岸付近では 2月に南東向きの 0.5～2kn の流れが見られた。 

 【4月～6月期】（資料 1-4-1～資料 1-4-2、資料 1-5-1～資料 1-5-2、資料 1-6-1～



資料 1-6-2） 

・湾奥から湾口では、4月に流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

・野間埼沖から中部国際空港沖の 5月～6月では、北向きの 2.0kn 以上の流れが見

られた。 

 【7月～9月期】（資料 1-7-1～資料 1-7-2、資料 1-8-1～資料 1-8-2、資料 1-9-1～

資料 1-9-2） 

・湾口付近では、高潮に向かう頃では北西向きの流れ、低潮に向かう頃では南東

向きの流れが見られた。 

・湾奥や湾央では、流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。 

 【10 月～12 月期】（資料 1-10-1～資料 1-10-2、資料 1-11-1～資料 1-11-2、資料 1-

12-1～資料 1-12-2） 

・湾口付近では、高潮へ向かう頃では北西向きの流れがみられ、低潮に向かう頃

では南東向きの流れが見られた。 

・野間埼沖では、高潮後から低潮前までは南向きの 1.0kn 以上の流れがみられ

た。 

 

（２）水温 

四半期毎の傾向 

【1月～3月期】（資料 1-1-4～資料 1-1-5、資料 1-2-3～資料 1-2-4、資料 1-3-2～

資料 1-3-3） 

・1 月～2月は、上下層ともに湾口が湾奥より高く、上層と下層の較差は小さかっ

た。また、上層が下層よりも低い水温逆転現象が見られた。 

・3月は、湾奥及び湾央の水温較差は小さく、上層と下層の較差は小さかった。 

上下層ともに 1月に今年の下降のピークを迎え最小 8℃台だった。 

 【4月～6月期】（資料 1-4-3～資料 1-4-4、資料 1-5-3～資料 1-5-4、資料 1-6-3～

資料 1-6-4） 

・4 月は上下層ともに湾口が湾奥よりも高く、上層と下層の較差は小さかった。 

・5月～6月は上下層ともに湾奥が湾口よりも高く、上層と下層の較差は大きかっ

た。 

・4月から 6月に向け上昇傾向だった。 

 【7月～9月期】（資料 1-7-3～資料 1-7-4、資料 1-8-3～資料 1-8-4、資料 1-9-3～

資料 1-9-4） 

  ・7 月は湾央が湾奥及び湾口よりも高く、上層と下層の較差は大きかった。 

・8月～9月は、湾奥が湾央よりも高く、上層と下層の較差は大きかった。 

・上層においては 7月に今年の上昇のピークを迎え最大 29℃台だった。下層にお

いては 8月に今年の上昇のピークを迎え最大 25℃台だった。 

 【10 月～12 月期】（資料 1-10-3～資料 1-10-4、資料 1-11-3～資料 1-11-4、資料 1-

12-3～資料 1-12-4） 

・10 月～11 月は、湾奥が湾央よりも高く、上層と下層の較差は小さかった。ま

た、上層が下層よりも低い水温逆転現象が見られた。 



・12月は、上層では湾央～湾口が湾奥より高く、下層では湾奥が湾央～湾口より

も低く、上層と下層の較差は小さかった。また、上層が下層よりも低い水温逆

転現象が見られた。 

・10月から 12月に向け下降傾向だった。 

 

（３）塩分 

四半期毎の傾向 

【1月～3月期】（資料 1-1-6～資料 1-1-7、資料 1-2-5～資料 1-2-6、資料 1-3-4～

資料 1-3-5） 

・上下層ともに湾奥が湾口よりも低く、上層が下層よりも低かった。上層と下層の

較差は大きかった。下層の 15m 以深では 31～33PSU 台で変化は少なかった。 

 【4月～6月期】（資料 1-4-5～資料 1-4-6、資料 1-5-5～資料 1-5-6、資料 1-6-5～

資料 1-6-6） 

・上下層ともに湾奥が湾口よりも低く、上層が下層よりも低かった。上層と下層

の較差は大きかった。下層の 20m 以深では 32～33PSU 台で変化は少なかった。

上層で今年最低の 13PSU 台を観測した。 

 【7月～9月期】（資料 1-7-5～資料 1-7-6、資料 1-8-5～資料 1-8-6、資料 1-9-5～

資料 1-9-6） 

・上下層ともに湾奥が湾口よりも低く、上層が下層よりも低かった。上層と下層

の較差は大きかった。下層の 15m 以深では 31～34PSU 台で変化は少なかった。 

 【10 月～12 月期】（資料 1-10-5～資料 1-10-6、資料 1-11-5～資料 1-11-6、資料 1-

12-5～資料 1-12-6） 

・10 月は、上下層ともに湾央が湾奥よりも高く、上層が下層よりも低く、上層と

下層の較差は小さかった。 

・11月と 12 月は、上下層ともに湾口が湾奥よりも高く、上層が下層よりも低く、

較差は大きかった。 

・下層の 15m 以深では 31～34PSU 台で変化は少なかった。 

 

（４）DO 

四半期毎の傾向 

 【1月～3月期】（資料 1-1-8～資料 1-1-9、資料 1-2-7～資料 1-2-8、 

資料 1-3-6～資料 1-3-7） 

・上層は湾奥が湾口よりも高く、下層は湾奥が湾口よりも低かった。上層が下層よ

りも高く、上層は 8～11mg/l 台で変化は少なく、下層は 2月に今年の上昇のピ

ークを迎え最大 9mg/l 台で、最小で 6mg/l 台だった。3月は下降傾向で最小

4mg/l 台だった。上層と下層の較差は 1月～2月では小さく、3月は大きかっ

た。 

 【4月～6月期】（資料 1-4-7～資料 1-4-8、資料 1-5-7～資料 1-5-8、資料 1-6-7～

資料 1-6-8） 

・上層は湾奥が湾口よりも高く、下層は湾奥が湾口よりも低かった。上層が下層



よりも高く、上層は 4月では最大 11mg/l 台、5月の湾奥で最大 10mg/l 台、6月

では最大 15mg/l 台だった。下層は 4月で最小 4mg/l 台だったが、5月から 6月

には湾奥～湾央では低下傾向で最小 1mg/l 台だった。上層と下層の較差は大き

かった。 

 【7月～9月期】（資料 1-7-7～資料 1-7-8、資料 1-8-7～資料 1-8-8、資料 1-9-7～

資料 1-9-8） 

・上層は湾奥が湾口よりも高く、下層は湾奥及び湾央が湾口よりも低かった。上

層が下層よりも高く、上層は湾奥の A1で 8月に最大 17mg/l 台が見られた。下

層は湾奥～湾央では 8月に今年の下降のピークを迎え広範囲に最小 1mg/l 未満

だった。湾口では最小 2mg/l 台だった。上層と下層の較差は大きかった。 

 【10 月～12 月期】（資料 1-10-7～資料 1-10-8、資料 1-11-7～資料 1-11-8、資料 1-

12-7～資料 1-12-8） 

・上下層ともに湾奥が湾口よりも低かった。上層が下層よりも高く、上下層とも

に上昇傾向だった。上層と下層の較差は 10月では大きく、湾央の B4の下層で

最小 2mg/l 台だった。11月から 12月では較差は小さかった。 

 

（５）所見 

・湾内の流れは、年間を通じて主として潮汐の影響によるもので、湾口部は低潮から

高潮にかけては北西への流れが高潮から低潮にかけては南東への流れがそれぞれ明

白で、湾奥や湾央は流向が複雑な 0.5kn 未満の弱い流れがよく見られた。また、湾

央の野間埼沖から中部国際空港沖では 0.5～2.0kn の強い流れが見られることがあっ

た。 

・水温・塩分・DOについて、上下層の水温及び塩分は、1月から 4月及び 11 月から 12

月において、湾口が湾奥より高かった。下層の DOは年間を通じて、湾奥が湾口より

も低かった。低塩分・高 DO は 5 月から 9月において、湾奥から湾央の湾西部での上

層で見られた。水温は、1月から 2月及び 10 月から 12月において、下層が上層より

も高く、水温逆転現象が見られた。これは、上層は低温低塩分の河川水が流入し、

下層は高温高塩分の外洋水が流入した影響により見られる現象である。 

・貧酸素水塊は、湾奥から湾央までの下層で 5月から 10 月にかけて確認された。これ

は、年間を通じて 8月の水温が高くなり生物活動が活発になることで酸素の消費が

増えてくる。これに加え、上層は高温・低塩分で密度は低く、下層は低温・高塩分

で密度が高くなり海水が混ざりにくくなることから形成される。ただし、湾央から

湾口の下層において、7月では貧酸素水塊はわずかしか見られなかったが、8月にな

ると 4mg/l 弱ではあるが深度 10m まで拡がりが見られた。1月から 4月及び 11月か

ら 12月では、上層から下層での水温の較差が小さく混合が起こりやすい状態とな

り、貧酸素水塊が解消された。 

 

９．その他必要な事項 

・1月 29 日、2月 26 日、3月 30 日、4月 15 日、10 月 26 日、11月 16 日、12 月 14 日

の A1は、のり網の設置により観測できなかった。 



・1月 28日の C8～C10、3 月 30 日の C6～C10、5月 15 日の C10、6月 17 日の C10、9月

11 日の A1～A2、B1～B3、C10、12 月 15 日の C10 の C6～C10 は荒天により観測できな

かった。 

・A4と C3 は同観測点のため、観測日が同じ（3月及び 4月）になると 1回、観測日が

異なる（1月から 2月及び 5月から 12月）と各日で観測を実施している。 

・本調査結果は、四本部海洋情報部ＨＰで毎月公開している。また、伊勢湾再生推進

会議における、伊勢湾流域圏一斉モニタリング調査（平成 27 年 7 月 7 日～平成 27

年 8月 23 日）に活用された。今後も、伊勢湾再生行動計画における、モニタリング

を継続し、伊勢湾の再生に向けた目標に貢献していく。 

・平成 27年 11 月 10 日に、調査結果速報として平成 26年 10 月期から平成 27 年 9 月

期における DOについてまとめた「伊勢湾の健康診断～伊勢湾の溶存酸素の状況は

～」を HPで公開した。 

 

１０．添付資料 

・資料 1-1-1～1-12-8：各月の流況図、水平分布図及び鉛直断面図 

・資料 2-1-1～2-12-3：観測野帳 

・資料 3：水深水温塩分計の仕様 

・資料 4：水深水温塩分計の検査結果 
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別紙１

対地モードによる補正角算出について

ソフトウェア「ADCP View ( Ver.2.0)」ユーザーズガイド
財団法人日本水路協会海洋情報研究センター発行より抜粋
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別紙３

観測野帳の記入内容の説明

項目 説明

各測点の位置【単位：度、分】

観測時の天気
【快晴、晴、薄曇、曇、煙霧、砂じんあらし、地ふぶき、霧、霧雨、雨、
みぞれ、雪、あられ、ひょう、雷】

観測時の雲種類
【巻雲[Ci]、巻積雲[Cc]、巻層雲[Cs]、高積雲[Ac]、高層雲[As]、層積雲[Sc]、
層雲[St]、乱層雲[Ns]、積雲[Cu]、積乱雲[Cb]】

観測時の空全体に対する雲で覆われている割合
（なお、雨などの現象がない時、雲量０～１は「快晴」、雲量２～８は「晴」、
雲量９～１０は「曇」とする）

観測時の乾球温度計値【単位：℃】

観測時の湿球温度計値【単位：℃】

観測時の湿度【単位：％、湿球温度÷気温×１００】

観測時の気圧値【単位：hPa】

観測時の風向【単位：度もしくは16方位】及び風速【単位：m/s】

観測時の波浪が向かってくる方向【単位：度もしくは16方位、波浪が見られない
場合[-]】及び波高の階級【階級：1[0.1m未満]、2[0.1～0.5m]、3[0.5～1.25m]、
4[1.25～2.5m]】

観測時のうねりが向かってくる方向【単位：度もしくは16方位、うねりが見られ
ない場合[-]】及び波高の階級【階級：1[2m未満（短、中）]、2[2m未満（長）]、
短は波長100m未満で周期8秒以下、中は波長100～200mで周期8.1～11.3秒、
長は波長200m以上で周期11.4秒以上】

観測時の視程【階級：0[50m未満]、1[50～200m]、2[200～500m]、
3[500～1000m]、4[1～2km]、5[2～4km]、6[4～10km]、7[10～20km]、
8[20～50km]、9[50km以上]】

観測時の海底の深度【単位：m】

観測時の深度0m層の水温値【単位：℃】
（測量船「いせしお」の冷却水取入部に設置したデジタル水温計の値）

観測時のSTDを海中に投入した時間と海中から揚収した時間【単位；時、分】

測点位置

天気

雲形

雲量

気温

湿球温度

湿度

気圧

風

波浪

うねり

視程

水深

表面水温

STD観測時間



資料３
水深水温塩分計の仕様

※１ いずれか選択
※２ 検定は海水を使用（28～65 mS/cmの範囲）
※３ 気体雰気中（1気圧25℃）での63%応答標準値



資料４
水深水温塩分計の検査結果


